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• 動物保健衛生所は、筑後地域における家畜衛生の中枢機関としての役割を継続して果

たす。

• 県内の愛玩・展示動物及び野生動物の保健衛生に取り組むことで動物の保健衛生を

一元化。

• 保健環境研究所や関係機関と連携してワンヘルスを推進し、人と動物の健康及び健全

な環境が調和した社会を目指す。

果たす役割

業務内容

上記の業務内容を実施するため、以下の機能を果たす新た

な組織体制の構築が必要。

• 愛玩・展示動物を対象とした調査・研究機能

• 野生動物を対象とした調査・研究機能

• 情報発信・人材育成等に関する企画・調整等機能

• ワンヘルス推進に係る関係機関との連携・調整等機能

目指す姿

組織体制 現行の組織を維持

• 管理衛生課

• 防疫課

• 検査課

２.動物保健衛生所の目指す姿

筑後家畜保健衛生所
としての役割
（継続）

愛玩・展示及び野生動物の
保健衛生を担う役割

（新たに付加）

ワンヘルスセンターの
構成組織としての役割

（新たに付加）

• 家畜伝染病の発生予防、
まん延防止

• 畜産物の安全性確保

• 動物の人獣共通感染症、
薬剤耐性菌、家畜伝染病
の調査・研究

• 診療獣医師からの動物の
保健衛生相談

• 情報発信・人材育成等

• 保健環境研究所、関係機
関との連携によるワンヘルス
の推進

１.構想策定の背景・目的
社会情勢

福岡県の
現状

• ワンヘルスの理念に基づき人獣共通感染症や薬剤耐性菌の課題に対応するには、人と同
様に動物の保健衛生を監視することが重要。

• 国内では、家畜保健衛生所が家畜の感染症の予防や監視を行っているが、愛玩・展示動
物及び野生動物の保健衛生を一元的に担う機関はない。

• 「福岡県ワンヘルス推進基本条例」及び「福岡県ワンヘルス推進行動計画」に基づき、保
健環境研究所と、動物の保健衛生を一元的に扱う動物保健衛生所から成る「ワンヘルス
センター」の整備を推進。

• 筑後家畜保健衛生所をみやま市に移転し、新たに愛玩・展示動物及び野生動物の保健
衛生業務を付加し、動物保健衛生所として整備。

• 全国初の動物保健衛生所が目指す姿や、施設整備の方針等を具体化するもの。策定の目的
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コンセプト 整備基本方針

検査体制の整備 動物保健衛生業務への対応、検査の信頼性の確保

安全性の確保 バイオセーフティの確保、防災機能・防疫体制の確保

快適性への配慮 労働安全衛生の確保、業務効率化

連携の強化 職員連携の円滑化、保健環境研究所との連携

５.PFI方式導入の検討
国土交通省の「VFM※簡易算定モデル」を用いて算定した結果、VFMは－2.5％で、PFI方式を導入する方が

総事業費の増加が見込まれるため、従来方式で設計等を発注。

※VFM（Value for Money）:従来方式と比較して、PFI方式が総事業費をどれだけ削減できるかを示す割合

４.イメージ図（南西方向から見たワンヘルスセンター）

３.施設整備の基本方針

６.工程計画
ワンヘルスセンターの一部として、保健環境研究所と同じ令和９年度中の供用開始を目指す。

車両消毒装置
車庫 【動物保健衛生所 1階】 【動物保健衛生所 2階】

既存棟（改修）
延床面積:860㎡
１階:防疫資機材備蓄倉庫
２階:研修・会議室

動物保健衛生所（新築）
延床面積 約3,000㎡
1階:執務室等
2階:検査室、屋上:機械室

動保
検査室

執務室等

家保
検査室

＊焼却炉及び執務室以外は家保と動保で分離

（注）家保:家畜保健衛生所
動保:動物保健衛生所

家保
解剖室

動保
解剖室

焼却炉

家保
洗浄室

シャワー室等

動保
洗浄室

シャワー室等

R５年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

供用開始基本設計 実施設計・申請 発注 準備・工事
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